
（一社）日本家族計画協会 主催  平成２９年度 小児アレルギーを学ぶセミナー 

～アレルギーの基本から災害への備えまで～ 

後援：日本小児アレルギー学会 

 

≪開催にあたり≫ 

 

 

 

 

 

 

 

 

●防災の準備、災害時の対応が理解できる 

●食物アレルギーについて基礎知識から最新の知見までを習得できる 

●練習用エピペン®を使った実践に近いアナフィラキシーショックへの対応を学べる 

 

≪開催日・会場・定員≫ ※定員を超える申し込みがあった場合は先着順となります 

【第1回】 ９月２３日（土）【大阪】ＣＩＶＩ研修センター新大阪東（大阪市東淀川区） 【定員】１３０名 

【第2回】１０月１４日（土）【東京】ＴＫＰガーデンシティ渋谷（渋谷区渋谷）  【定員】１５０名 

≪対象者≫ 保健師、助産師、看護師、養護教諭、看護教員、教職員、保育士、管理栄養士、栄養士 など 

≪受講料≫ 各10,800円（税込） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【講師紹介】（講義順・敬称略）＊平成29年1月時点 

藤澤  隆夫 （国立病院機構三重病院 院長／日本小児アレルギー学会 理事長） 

海老澤 元宏 （国立病院機構相模原病院 臨床研究センターアレルギー性疾患研究部 部長 

／日本小児アレルギー学会 理事・食物アレルギー委員会 委員長） 

今井  孝成 （昭和大学病院小児科 講師／日本小児アレルギー学会 評議員） 

足立  雄一 （富山大学医学部小児科学教室 教授／日本小児アレルギー学会 理事・災害対応ワーキンググループ 委員長） 

 

 

 

 

 

 

● 本セミナーに関するお問合せ ● 

一般社団法人 日本家族計画協会  〒162-0843 東京都新宿区市谷田町1-10 保健会館新館 

   http://www.jfpa.or.jp/        電話 03-3269-4785   FAX 03-3267-2658 

2015 年に「アレルギー疾患対策基本法」が制定され、国だけでなく地方公共団体、医療保険者、医療関係者、学校、

さらに国民までもがアレルギー疾患対策に取り組むことが定められました。国民の約２人に１人が何らかのアレルギ

ー疾患を持っているこの時代*、アレルギー疾患対策は、まさに国民全体に共有されている課題といえます。 

そこで今回は、「食物アレルギー」と「災害」にフォーカスし、母子保健、学校保健のみならず災害対策に関わる方々に

ぜひ役立てていただきたい知識と体験をご提供いたします。アレルギー疾患への保護者の関心は、近年ますます高まっ

てきています。ぜひ皆さまのご参加をお待ちしております。    *……リウマチ・アレルギー対策委員会報告書（平成２３年） 

ポイント 

【プログラム】（敬称略） 

10：00～10：30  受付・開会式 

10：30～11：00  講義１「小児のアレルギー疾患の基礎知識」            講師：藤澤 隆夫 
■アレルギー疾患が起こるメカニズム 

■アトピー性皮膚炎／ぜんそく／アレルギー性鼻炎―季節性（花粉症）と通年性― など 

11：00～11：15  休憩 

11：15～12：45  講義２「食物アレルギーの基本と最新知見」            講師：海老澤 元宏 
■疫学／抗原（原因食物）／診断（皮膚試験･食物経口負荷試験） 

■食事指導（食物制限）／食品表示／食物アレルギー診療ガイドラインの改訂内容 など 

12：45～13：45   昼休み 

13：45～14：45  講義３「アナフィラキシーショック対応講習」           講師：今井 孝成 
■アナフィラキシーショックとは／食物依存性運動誘発アナフィラキシー 

■練習用エピペン®を使用した打ち方の練習（予定） など 

14：45～15：00  休憩・講義準備 

15：00～15：45  講義４「災害とアレルギー」                   講師：足立 雄一 
■食物アレルギー・アトピー性皮膚炎・ぜんそくの患者さんが日常で気をつけるべきポイント 

■事例から見た災害時の課題と対策の立て方 など 

※プログラムは予告なく変更する場合がございます。予めご了承ください。 

セミナー申込→ https://jfpa.jp/seminar/sem/top.php 


